







































































































































































（株）の事例をみると、処理費が 1t あたり約 2万
5,000 円、ごみ発電等の収入や FIT13 制度を活用



































































 2000 年 3 月に竣工した。処理能力は、厨芥類



























図 2 をみると、稼働を開始した 2000 年度以前は
























5,000 人、朝来市が約 3万 2000 人であり、両市と
も比較的小規模な自治体である。
4.1.  南但クリーンセンター






























やすごみ量の合計は約 1万 6,808t（2012 年度）に
対し、2013 年度は約 1 万 6,345t であり、約 2.8%
減量している。また、2013 年度のバイオマス発
電及び売電の状況をみると、発電量は約 139 万














































 まず、燃やすごみの減量効果を示す（図 3）。 











































2000 年 3 月に竣工した。処理能力は、厨芥類
が 11.4t/ 日、し尿が 70kl/ 日、浄化槽汚泥が







2008 年 9 月に竣工した。処理能力は、厨芥類
が 42.2t/ 日、下水汚泥が 52.1t/ 日、未利用間伐















図 2をみると、稼働を開始した 2000 年度以前









































 まず、燃やすごみの減量効果を示す（図 3）。 














































































等により、15 年間で約 35 億円の削減が見込まれ
ている 23。 
図 3 長岡市の燃やすごみ量及び厨芥類ごみ量の推移（家庭系） 
（出典）長岡市「生ごみ収集開始に伴う「燃やすごみ」・「生ごみ」の年度比較」をもとに作成 
注）2013 年 3 月まで燃やすごみとして収集、同年 4 月より厨芥類ごみの分別収集開始 
図 4 生ごみバイオガス発電センターによる発電電力量の推移 
（出典）長岡市 HP「生ごみバイオガス化事業 2. 生ごみバイオガス発電センターの稼動状況」をもとに作成
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